
ツーリズムＥＸＰＯ　中国ブースは規模２倍に
世
界
か
ら
熱
視
線

張　西龍

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
線
や
各
地
の
観
光
情
報
を
紹
介
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こ
の
度
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
の
開

催
に
あ
た
り
、
中
国
国
家
観
光

局
は
昨
年
の
倍
の
広
さ
と
な
っ

た
ブ
ー
ス
で
、
国
内

の
省
や

自
治
区
、
市
か
ら
約

人
以
上

の
代
表
団
を
編
成
し
、
出
展
し

ま
す
。
こ
れ
は
こ
こ
３
年
来
最

大
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　
中
国
は
世
界
遺
産
を
始
め
、

５
千
年
の
歴
史
の
中
で
多
民
族

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
混
在

し
、
そ
の
奥
に
は
絶
大
な
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
、シ
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、芸

術
文
化
、
博
物
館
を
巡
る
旅
な

ど
テ
ー
マ
性
あ
る
観
光
コ
ー
ス

を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
中
日
観
光
交
流
が
新
し
い
時

代
に
入
る
今
日
、
中
国
の
観
光

の
現
状
と
魅
力
を
皆
様
に
御
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
も

力
を
尽
く
し
て
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
安
全
向
上
、
食
の
品
質
管

理
な
ど
を
行
い
皆
様
の
中
国
訪

問
を
お
も
て
な
し
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

日
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
河
北
省
歌
舞
団
に
よ
る
鮮
や

か
な
民
族
伝
統
舞
踊
も
披
露
さ

れ
、
ま
た

、

日
に
は
ブ
ー

ス
内
で
は
毎
日
、
中
国
の
無
形

文
化
遺
産
で
あ
る
書
道
、
篆
刻

の
著
名
な
先
生
に
よ
る
実
演
、

一
流
の
茶
芸
師
に
よ
る
ダ
イ
ア

ナ
ミ
ッ
ク
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
着
て

踊
る
華
や
か
な
民
族
舞
踊
を
お

楽
し
い
た
だ
け
ま
す
。さ
ら
に
、

旅
に
出
る
前
の
お
楽
し
み
と
し

て
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
な
ど
の

参
加
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
北
京
で
は
故
宮
博
物

院
が
公
開

周
年
を
迎
え
、


年
に
は
世
界
園
芸
博
覧
会
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
、

年
に
は
張
家
口

と
共
に
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
世
界
か
ら
熱
視
線
が
注
が

れ
る
中
国
ブ
ー
ス
ま
で
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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上海市　中心地　黄浦江両岸

吉林省　世界地質公園　長白山天池

陝西省　世界文化遺産　兵馬俑

西藏自治区　世界の屋根　チョモランマ

浙江省　世界遺産　大運河（紹興）

福建省　世界複合遺産　武夷山

四川省　世界自然遺産　九寨溝

山西省　世界文化遺産　雲崗石窟

河北省　年冬季オリンピック　崇礼スキー場

　
中
国
経
済
の
中
心
、
上
海
は
世

界
中
か
ら
多
く
の
観
光
客
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
が
訪
れ
る
国
際
都
市
。

超
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
浦
東
地

区
や
オ
ー
ル
ド
上
海
を
感
じ
さ
せ

る
豫
園
、
そ
し
て
外
灘
の
夜
景
な

ど
、
新
旧
の
魅
力
で
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
い
。
秋
に
は
国
際
芸
術
祭
や

観
光
祭
も
行
わ
れ
、
年
間
で
一
番

盛
り
上
が
る
季
節
。
小
龍
包
や
こ

れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
の
上
海
蟹
を
本

場
上
海
で
ぜ
ひ
味
わ
い
た
い
。

　
見
所
＝
徐
家
匯
、
田
子
坊
、
上

海
博
物
館
、
新
天
地
な
ど
。

　
吉
林
は
山
や
た
く
さ
ん
の
川
と

湖
、広
い
平
野
が
密
集
し
て
お
り
、

長
白
山
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
自

然
景
観
を
有
す
る
都
市
だ
。
冬
に

み
ら
れ
る
霧
氷
は
桂
林
の
風
景
、

雲
南
省
の
石
林
と
揚
子
江
の
三
峡

と
並
び
中
国
４
大
自
然
奇
観
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
歴
史
遺
産

も
多
く
、
高
句
麗
王
城
王
陵
古
墳

や
朝
鮮
民
族
文
化
な
ど
も
残
る
地

域
。
冬
の
時
期
が
長
く
、
雪
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
い
た
め
、
ウ

ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
観
光
が
特
に

盛
ん
だ
。

　
見
所
＝
高
句
麗
王
城
王
陵
古

墳
、長
白
山
、氷
雪
・
樹
氷
な
ど
。

　
烏
龍
茶
の
里
、
福
建
省
。
万
能

漢
方
薬
の
片
仔
廣
、
レ
イ
シ
、
バ

ナ
ナ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
果
物

の
産
地
と
し
て
も
有
名
だ
。
「
海

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
起
点
で
、

古
く
か
ら
中
国
と
世
界
が
交
流
す

る
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
こ
こ
か

ら
世
界
に
飛
び
出
し
た
華
僑
の
里

だ
。
ピ
ア
ノ
の
島
と
呼
ば
れ
る
コ

ロ
ン
ス
島
、

年
に
世
界
遺
産
認

定
さ
れ
た
、
円
形
や
方
形
の
巨
大

集
合
住
宅
で
あ
る
福
建
土
楼
は
必

見
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
中
国
八
大

料
理
の
一
つ
、
福
建
料
理
も
同
省

へ
の
旅
の
魅
力
だ
。

　
見
所
＝
武
夷
山
、
土
楼
、
コ
ロ

ン
ス
島
、
秦
寧
な
ど
。

　
か
つ
て
約
２
千
年
に
わ
た
り
、

秦
、
漢
、
隋
、
唐
な
ど
の
歴
代
王

朝
が
陝
西
省
長
安（
現
在
の
西
安
）

に
都
を
築
き
繁
栄
し
て
き
た
中
国

随
一
の
歴
史
文
化
都
市
。
秦
の
始

皇
帝
や
司
馬
遷
、
楊
貴
妃
な
ど
名

高
い
歴
史
人
物
の
足
跡
も
多
く
、

古
代
ロ
マ
ン
が
息
づ
く
。
西
安
の

他
に
も
、
咸
陽
、
延
安
、
楡
林
、

韓
城
、
漢
中
な
ど
代
表
的
な
歴
史

文
化
の
名
城
が
多
く
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
起
点
と
し
て
も
有
名
だ
。

食
文
化
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲

気
の
麺
食
圏
。
清
真
料
理
（
ム
ス

リ
ム
）
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多
い
。

　
見
所
＝
始
皇
帝
陵
と
兵
馬
俑
、

大
雁
塔
・
小
雁
塔
、華
清
池
な
ど
。

　
中
国
南
西
部
に
位
置
す
る
四
川

省
の
成
都
は
、
三
国
時
代
の
蜀
が

置
か
れ
た
場
所
で
武
候
祠
な
ど
三

国
志
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
。
パ

ン
ダ
繁
育
研
究
基
地
も
置
か
れ
、

か
わ
い
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
パ
ン
ダ

が
数
多
く
生
育
す
る
パ
ン
ダ
の
故

郷
と
し
て
も
有
名
だ
。
ま
た
激
辛

料
理
と
し
て
知
ら
れ
る
麻
婆
豆
腐

や
火
鍋
な
ど
の
四
川
料
理
、
変
面

を
代
表
と
す
る
川
劇
な
ど
、
日
本

人
が
中
国
を
連
想
さ
せ
る
キ
ー
ワ

ー
ド
が
こ
こ
四
川
を
代
表
す
る
特

色
と
な
っ
て
い
る
。

　
見
所
＝
パ
ン
ダ
繁
殖
基
地
、
峨

眉
山
と
楽
山
大
仏
、九
寨
溝
な
ど
。

　
西
藏
（
チ
ベ
ッ
ト
）
自
治
区
は

西
藏
高
原
の
南
西
部
に
位
置
す

る
。
同
高
原
は
世
界
で
最
も
面
積

が
広
く
、
最
も
海
抜
が
高
い
高
原

で
、
「
世
界
の
屋
根
」
と
呼
ば
れ

る
世
界
最
高
峰
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

へ
続
い
て
い
る
。
神
秘
の
ベ
ー
ル

に
包
ま
れ
た
雪
山
、氷
河
や
森
林
、

草
原
、
湖
、
珍
し
い
動
植
物
な
ど

自
然
資
源
が
豊
か
だ
。
区
都
の
ラ

サ
は
１
３
０
０
余
年
の
歴
史
を
持

つ
文
化
古
城
。

年
に
全
通
し
た

西
藏
鉄
道
の
チ
ベ
ッ
ト
区
間
の
平

均
海
抜
は
約
４
５
０
０
㍍
。
ま
さ

に
「
世
界
の
屋
根
を
走
る
鉄
道
」

で
、
鉄
道
マ
ニ
ア
垂
涎
の
的
だ
。

　
見
所
＝
ポ
タ
ラ
宮
、
大
昭
寺
、

タ
シ
ル
ン
ポ
寺
、
ヨ
ン
ブ
ラ
カ
ン

宮
な
ど
。

　
山
西
省
は
山
々
の
織
り
な
す
豊

か
な
自
然
景
観
と
、
平
遥
古
城
や

大
同
の
雲
崗
石
窟
、
仏
教
の
聖
地

五
台
山
な
ど
、
悠
久
の
歴
史
遺
産

が
数
多
く
残
る
都
市
。
日
本
で
も

人
気
の
あ
る
刀
削
麺
発
祥
の
地
で

も
あ
り
、
現
地
で
は
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
麺
料
理
が
楽
し
め

る
。
中
国
史
の
伝
説
時
代
、
尭
、

舜
、
禹
の
三
皇
帝
が
都
を
置
い
た

と
い
わ
れ
る
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
地

点
。
春
秋
戦
国
時
代
に
晋
の
領
地

に
属
し
た
た
め
、
別
称
が
「
晋
」

と
な
っ
て
い
る
。

　
見
所
＝
雲
崗
石
窟
、
恒
山
の
懸

空
寺
、
大
同
九
龍
壁
、
祁
県
の
喬

家
大
院
な
ど
。

　
上
海
の
南
に
位
置
す
る
浙
江
省

は
、
歴
史
文
化
の
省
。
書
道
の
メ

ッ
カ
「
蘭
亭
」
、
中
国
緑
茶
の
代

表
格
「
龍
井
茶
」
、
魯
迅
の
故
郷

で
中
国
を
代
表
す
る
酒
の
名
前
に

も
な
っ
た「
紹
興
」な
ど
が
有
名
。

数
多
く
の
古
鎮
に
残
る
水
郷
の
町

並
み
が
歴
史
的
風
情
を
醸
し
出
し

て
い
る
。
杭
州
料
理
は
水
郷
で
取

れ
た
農
作
物
と
魚
や
海
産
物
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
う
の
が
特
徴
。
紹
興

地
方
は
酒
蒸
し
な
ど
老
酒
を
使
っ

た
料
理
が
特
徴
で
薬
膳
や
宮
廷
料

理
も
発
達
し
て
い
る
。

　
見
所
＝
西
湖
、烏
鎮
・
西
搪
鎮
、

西
渓
湿
地
、紹
興
魯
迅
故
居
な
ど
。

　
２
０
２
２
年
の
冬
季
五
輪
の
開

催
地
に
決
ま
っ
た
の
が
北
京
市
と

河
北
省
張
家
口
市
。
北
京
の
北
西

約
１
６
０
㌔
㍍
に
位
置
す
る
張
家

口
市
で
は
ス
キ
ー
競
技
が
行
わ
れ

る
。
天
津
市
、
北
京
市
を
取
り
囲

む
河
北
省
。文
物
旧
跡
が
数
多
く
、

中
国
雑
技
や
中
国
武
術
の
故
郷
と

言
わ
れ
て
い
る
。
皇
帝
の
避
暑
地

と
し
て
栄
え
た
承
徳
で
は
、
宮
廷

料
理
の
流
れ
を
く
み
つ
つ
も
、
ロ

バ
、
鹿
、
き
じ
の
肉
な
ど
の
野
生

の
素
材
を
使
っ
た
承
徳
料
理
が
清

の
乾
隆
帝
の
時
代
に
作
ら
れ
始

め
、
今
で
は
庶
民
の
味
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　
見
所
＝
承
徳
の
外
八
廟
、
清
西

陵
・
清
東
陵
、
山
海
関
な
ど
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
が
９
月

～


日
の
日
程
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
る
。
中
国

の

省
、市
、自
治
区
か
ら
総
勢

人
以
上
の
旅
行
関
係
者
が
来
日
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
線
や
中
国
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
情
報
を

紹
介
す
る
。
中
国
ブ
ー
ス
の
規
模
は
昨
年
の
２
倍
。
中
国
の
無

形
文
化
遺
産
で
あ
る
書
道
、篆
刻
の
著
名
な
先
生
に
よ
る
実
演
、

一
流
の
茶
芸
師
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
着

て
踊
る
華
や
か
な
民
族
舞
踊
な
ど
を
連
日
披
露
。
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
な
ど
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
。
出
展
す
る
９
省
市

の
魅
力
の
概
要
と
見
所
を
紹
介
す
る
。

中国伝統舞踊伝統芸能　変面


